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モンゴル高原における大気放射量の推定

The Estimation of Downward Longwave Radiation in the Mongolian Plateau
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寒冷半乾燥地域であるモンゴル高原の大気放射の実態・特性の把握のために、長期の短波放射モニタリングをモンゴル
高原の試験地で実施している。この短波放射量と気温から大気放射量を簡便に推定する代表的な二つの式（近藤式、SB
式）の寒冷半乾燥地域への適用性をモンゴル高原試験地のデータを用いて議論し、実際に大気放射量を求めて 2003年か
ら 3年間の実態について考察した。その結果、両式とも寒冷半乾燥地域であるモンゴル高原への適用性は非常に高かっ
た。さらにより簡便である SB式を用いて 2003年-2005年のモンゴル高原試験地での大気放射量を推定した結果、降水
の影響を受けてわずかながら年毎に最高値が増加して最低値が減少し、2003年の大気放射の最高と最低の出現の間の期
間は他の年よりも相対的にかなり短いことが明らかとなった。


